


 

 

 

特にお正月には耳にすることの多い、憧

れの名曲「春の海」に造詣の深い著名な

先生お二人に演奏ポイントと解説を頂

きました♪ 

宮城 道雄   (1894-1956) 

兵庫生まれ。箏曲家、作曲家。幼少期に失明、生田流の二代目中島検校に師事し、11歳で免許皆伝

を受ける。「水の変態」をはじめとし、「春の海」、「瀬音」、「ロンドンの夜の雨」、「さらし風手事」など、数々

の作曲を手掛ける。作品はクラシック音楽の影響を受け、西洋的な音楽技巧や発想を取り入れながら

伝統音楽を活かすといった日本音楽と西洋音楽を巧みに融合した楽曲が多く、今日でも親しまれてい

る。また、楽器の改良や開発にも尽力し、十七絃、八十絃、短琴、大胡弓などを考案した。1956 年、

「越天楽変奏曲」の演奏のため大阪へ向かう途中、急行電車・銀河から転落し、62歳で生涯を終えた。 

「春の海」の演奏にあたって                砂崎 知子 

 

私の師匠でありました故宮城喜代子先生は、晩年『春の海と〈六段〉がどの曲よりも難し

いのよ』とよく言われていました。私が今、当時の先生と同年代になり、改めて先生のお言

葉の重さを感じています。日本を代表する曲として「君が代」の次に有名な「春の海」を弾

くときには〈誰しもが知っている曲である〉ことを充分認識し、それなりの覚悟で臨んで頂

きたいと思います。「春の海」は ABA のソナタ形式で書かれています。A の部分は箏による

あの有名なメロディーから始まり、穏やかな尺八の主旋律が入ってくると箏は伴奏的になり

ます。この部分で気をつける事は、お互いに相手の音を把握してキチンと合わせることで

す。尺八は箏の冒頭の八つの音を全て頭に入れておきます。箏は八つの音を均等に並べるの

ではなく、最初の E の音を少し長めにし、後の七つの音を少し寄せて弾くと自然につなが

り、魅力的に聞えます。尺八の短いカデンツァも少しゆっくりから入り少し早め、終わりは

ゆっくりとし、最後の音は少々長めでよいと思います。B の部分は十六分音符が多いので、

一音一音がきちんと聞こえるように弾くことが大切です。途中、九の音を半音上げて転調し

ますが、その音は正確に取ることが大事です。尺八でいうと「チ」の音ですが、特にその音

程に注意して吹いて頂きたいと思います。後半、箏が三つの音を同時に出すところが何か所

かあります。均等に鳴ってはじめて完成されたハーモニーになるので、1・2・3 の指できち

んと糸をつかんで音を出して頂きたいと思います。「春の海」が弾きたいばっかりにお箏を

始める人が限りなく居ることも周知の事実でしょう。それ程の魅力を持った名曲。どうぞい

くつになっても憧れる曲として弾き続けてください。 

砂崎
すなざき

 知子
ともこ

 
 
東京芸術大学講師、

大阪音楽大学教授、

洗足学園音楽大学邦

楽科客員教授を歴

任。 

文化庁芸術祭賞、芸

術選奨文部科学大臣

賞受賞。 

クラシックを箏で演

奏する CDで好評を

博し、「宮城道雄作

品集」では邦楽 CD

ランキング 1位を獲

得。箏曲宮城社大師

範。 

「春の海」に寄せて     谷垣内 和子 

 

「春の海」は、1929 年の暮れ、翌年の宮中の歌御会始の勅題「海辺巌」にちなんで作曲され

た箏と尺八の二重奏曲です。瀬戸内海を旅行した折の印象をもとにしたといわれ、穏やかな

波の音や、船の櫓を漕ぐ音、カモメの鳴き声などが描写性豊かに織り込まれます。 

A-B-A’の三部分形式と親しみやすく色彩感溢れたメロディーが、新年を迎えた雰囲気にマッ

チしていたことが、多くの人に愛されてきた要因の一つではないでしょうか。 

 意外なことに発表当時、家人たちには「俗っぽい」と不評だったそうです。ところが、1932

年に来日したフランスの女流ヴァイオリニストのルネ・シュメーが、宮城が弾く「春の海」を

耳にし、自らヴァイオリン用に編曲。演奏会で宮城と共演し大評判となったことがきっかけ

となり、演奏会の半月後にはレコード化されて日・米・仏から発売。一躍、宮城の名は海外に

も知られるようになりました。 

「春の海」に焦点を当てた CD には、宮城道雄から現代までの 8 人の箏の名手と、尺八、

ヴァイオリン、フルート等との合奏に加えて、歌曲、オーケストラ付きまで、17 種類の演奏

を収めた『春の海 大響演』（日本伝統文化振興財団、2014）など、さまざまな録音がある

ので、是非、聞き比べてください。宮城道雄自身の演奏は、国立国会図書館デジタル化資料

「れきおん」で聴くことができます。http://rekion.dl.ndl.go.jp/ さらに宮城道雄につ

いて知りたい方には、宮城道雄記念館のサイトが参考になるでしょう。

http://www.miyagikai.gr.jp/kinenkan/ 
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たに

垣内
がいと
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地歌箏曲を主な研究

領域とし、現代の伝統

芸能を取り巻く文化

環境に関する調査や、

教育分野や文化施設

等での伝統文化普及

促進プログラムに関

わっている。 

文化庁芸術祭審査委

員等。現職、（公社）日

本芸能実演家団体協

議会・実演芸術振興部

企画室長。 

 

 

 

 

 

 

http://rekion.dl.ndl.go.jp/
http://www.miyagikai.gr.jp/kinenkan/


那覇支部に取材をさせていただきました！ 
那覇支部は、伊良波 咲峰先生のご指導のもと、平成 26年度は 50代から 70代の 

総勢 20 名で活動されています。日々の活動を通し、主に老人施設の慰問や幼稚園等 

へ和箏の生の音を聴いていただくためのボランティア活動に力を入れられています。 

平成 26 年度は、4月と 5 月に老人施設を慰問した際の活動が地元の新聞に掲載され 

、(5月 1 日付沖縄タイムス)入居の皆さま、車椅子の方々、多くの職員さんもロビーに一堂に会しお聴きいただけたそうです。伊良波

先生をはじめ支部の方々が一番聴いてほしかったという日本古謡の「さくらさくら」や童謡、沖縄

のわらべうた、また演歌も取り入れられるなど、演奏する曲のラインナップを工夫されて演奏会に

臨まれたそうです。聴いてくださっていた方のなかにはマイクを握りカラオケ代わりに唄っている

方もいらしたとのことで、とても和やかな雰囲気のなかで演奏ができたと伊良波先生は振り返られ

ています。また、幼稚園での誕生会に演奏で参加された際は、子供たちとも一緒に唄って演奏した

側も元気を頂けたそうです。「『サザエさん』をお箏で聴けるなんて!」と先生からも好評だったよう

でした。 

 

  伊良波先生は、「琉球筝曲が主流になっている地元では、学校教育の授業においても三線(さんし

ん)等が多く取り入れられています。そういう中で、夏休みから文化庁の伝統文化親子教室事業を開催させて頂いております。10月末

の発表会に向けて親子、祖母も加わりお稽古に励んでいるところです。たおやかで美しい和箏の音色で、癒しの時間、楽しい時間を共

に作っていきたいと思います。」と述べられています。昨年 10 月には下地華峰「峰の会」の発表会出演、公民館まつり、幼稚園のひ

なまつり会参加など出演が目白押しで、今後のますますのご活躍がとても楽しみな那覇支部のご紹介でした。 

 

 

2014 年 7 月末、第 38 回全国高等学校総合文化祭『いばらき総文 2014 

日本音楽部門』に、当会所属の渡辺泰子・渡辺正子が指導する都立狛

江高校が出場。当会理事でいらした長澤勝俊氏作曲の「飛騨によせる

三つのバラード」を演奏しベスト４に入賞、７年ぶり４回目となる文

化庁長官賞を受賞しました。 

8 月には優秀校東京公演として、東京の国立劇場で同曲を演奏。全国

の高校生の夢の舞台への出演を果たしました。 

 

また、11 月に実施された東京都高等学校文化祭中央大会 日本音楽

部門において優良賞を受賞。27 年度滋賀県にて開催される次回総合

文化祭への出場が決定しました！ 

翌年の大会への出場枠は、東京都内でわずか 2 校のみ。狭き門です

が、部員一同心を合わせて「紺碧く」を演奏し、通算 19 回目の総文

祭出場を勝ち取りました。 

 

狛江高校箏曲部員は、26 年度の NPO合宿に参加し、参加者コンサー

トに出演いたしました。貴重な舞台経験の機会と、多くの参加者の

方々から暖かい声援を頂きました。心より御礼申し上げるとともに、

今年度の活動をご報告いたします。今後ともどうぞよろしくお願いい

たします。 

 

  

 

 

 

毎
年
、
全
国
各
地
で
親
子
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
伝
承
教

室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

一
口
で
邦
楽
伝
承
教
室
と
言
っ
て
も
、
楽
器
も
様
々
。
ま

た
、
楽
曲
も
純
邦
楽
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
の
ア
レ
ン
ジ
ま
で
、
様
々

な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
各
地
の
支
部
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
か
、
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

そ
こ
で
今
回
、

教
室
を
開
催
し
て
い
る
支
部
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

扱
っ
て
い
る
楽
曲
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。  

一
番
人
気
は
、
や
は
り
童
謡
・
唱
歌
の
ア
レ
ン
ジ
曲
で
し

た
。「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
や
「
さ
く
ら
」
の
よ
う
な
ご
く
簡
単

な
メ
ロ
デ
ィ
の
も
の
か
ら
、「
大
き
な
古
時
計
」
の
よ
う
に
少

し
難
し
い
も
の
ま
で
、
子
ど
も
に
馴
染
み
深
い
楽
曲
を
取
り

入
れ
て
い
る
教
室
が
多
い
様
で
す
。
同
様
に
、「
も
の
の
け
姫
」

や
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
な
ど
、
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
も
人
気
が
あ

り
ま
す
。
馴
染
み
の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
は
取
っ
付
き
や
す
く
、
楽

し
ん
で
授
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。 

歌
詞
を
歌
い
な
が
ら
弾
い
た
り
、
パ
ー
ト
を
変
え
て
伴
奏
を

入
れ
て
み
た
り
。「
か
え
る
の
合
唱
」
な
ど
で
輪
唱
に
挑
戦
し

た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
が
飽
き
ず
に
楽
し
め
る
工
夫
を

さ
れ
て
い
ま
す
。 

『この音とまれ！』 
アミュー著 1～7 巻既刊 

今、学生を中心に密かに 

ブームを起こしている漫画があるのをご存知でしょうか？舞台

はとある高校。そこに存在する廃部寸前の「箏曲部」に、1人

の“不良”が入部するところから物語は始まります。それぞれ

のキャラクターたちが魅力的なだけではなく、登場する楽器の

細やかな描かれ方と、演奏のダイナミズム 

の描写は経験者以外でも十分に感動できるほ 

どの作品です。実在する箏曲の楽曲名も数多 

く登場します。また、この漫画に登場した 

「龍星群」という曲は、オリジナル楽曲とし 

て作曲もされ、実際にたくさんの方々に演奏 

されており、次世代の若者が邦楽に親しむき 

っかけとして広まりつつあります。 

祝! 狛江高校 

文化庁長官賞（ベスト 4）受賞!! 

◄
老
人
施
設
慰
問
の
様
子 

 

 

さ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
良
く
知
る
楽
曲
が
多
く
選
ば
れ

る
な
か
、
「
花
か
げ
変
奏
曲
」
を
扱
う
お
箏
教
室
が
目
立
ち

ま
し
た
。
今
の
子
ど
も
や
若
い
先
生
方
に
は
馴
染
み
の
少
な

い
童
謡
「
花
か
げ
」
を
題
材
に
し
た
曲
で
す
が
、
箏
だ
け
で

な
く
尺
八
や
三
味
線
の
助
演
を
交
え
、
発
表
会
な
ど
舞
台
で

も
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

児
童
の
音
楽
教
育
の
場
に
お
い
て
、
近
年
流
行
っ
た
歌

や
ア
ニ
メ
主
題
歌
な
ど
が
増
え
、
一
方
で
童
謡
・
唱
歌
を
習

う
機
会
が
以
前
よ
り
も
減
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
四
季
の
美

し
さ
や
古
き
良
き
文
化
、
日
本
人
の
心
の
機
微
な
ど
が
詠
ま

れ
た
詩
と
、
祖
父
母
の
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
メ
ロ
デ
ィ

が
失
わ
れ
て
い
く
の
は
残
念
な
こ
と
に
思
え
ま
す
。 

 

「
花
か
げ
」
も
、
伝
承
教
室
で
習
う
ま
で
は
聞
い
た
こ
と

が
な
く
、
歌
詞
も
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
と
言
う
子
も
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

本
来
の
「
花
か
げ
」
の
題
よ
り
も
、「
十
五
夜
お
月
さ
ま
」

な
ど
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
歌
。
改
め
て
歌
詞
を

見
て
み
る
と
、 

 

十
五
夜
お
月
さ
ま 

ひ
と
り
ぼ
ち 

桜
吹
雪
の 

花
か
げ
に 

花
嫁
す
が
た
の 

お
ね
え
さ
ま 

く
る
ま
に
ゆ
ら
れ
て 

ゆ
き
ま
し
た 

 

十
五
夜
お
月
さ
ま 

見
て
た
で
し
ょ
う 

桜
吹
雪
の 

花
か
げ
に 

花
嫁
す
が
た
の 

ね
え
さ
ま
と 

お
別
れ
お
し
ん
で 

泣
き
ま
し
た 

 

十
五
夜
お
月
さ
ま 

ひ
と
り
ぼ
ち 

桜
吹
雪
の 

花
か
げ
に 

遠
い
お
里
の 

お
ね
え
さ
ま 

わ
た
し
は
ひ
と
り
に 

な
り
ま
し
た 

 春
の
月
夜
の
美
し
い
情
景
と
、
姉
弟
の
悲
し
い
別
れ
の
場
面

が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

 

桜
吹
雪
の
下
嫁
い
で
ゆ
く
姉
を
見
送
っ
た
切
な
い
思
い
出

を
、
作
詞
者
の
大
村
主
計
は
弱
冠
二
十
歳
の
頃
、
わ
ず
か
一
夜

で
書
き
上
げ
た
そ
う
で
す
。
歌
が
生
ま
れ
た
背
景
や
語
ら
れ
て

い
る
景
色
を
知
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
曲
へ
の
理
解
が

深
ま
り
、
音
楽
表
現
も
変
わ
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

近
年
で
は
核
家
族
化
が
進
み
、
祖
父
母
の
歌
を
聴
い
て
育
つ

子
ど
も
も
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
長
く
歌
い
継
が
れ
て
き

た
こ
う
し
た
歌
こ
そ
、
伝
承
教
室
と
い
う
場
で
触
れ
る
機
会
も

作
っ
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。 

 

色
々
な
教
室
の
あ
り
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
番
は
子

ど
も
た
ち
に
邦
楽
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
が

良
く
知
る
楽
曲
も
、
邦
楽
器
で
演
奏
す
る
こ
と
で
表
情
が
変
わ

り
ま
す
。
来
年
度
も
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
楽
器
の

魅
力
を
伝
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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